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冷　　房 暖　　房

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 室内ﾕﾆｯﾄ仕様書 (天井埋込形･新冷媒ｼﾘｰｽﾞ<外気処理ｴｱｺﾝ>)
形  名 GE-P1680MG4 台数 記号

電　　　　　　　　源 単相　200V　60Hz
能　　　　　　　力 22.4 21.2(12.4)

電気
特性

消　　費　　電　　力 0.57(0.60) 0.57(0.60)
運　　転　　電　　流 2.92(3.05) 2.92(3.05)

空気
条件

室 内 側 乾球温度 / 湿球温度 33／28 0／-2.9
室 外 側 乾球温度 / 湿球温度 33／－ 0／-2.9

ﾘﾓｺﾝ温度設定範囲 14～30 17～28

機　外　静　圧 230

送
風
機

形　式　×　個　数 ｼﾛｯｺﾌｧﾝ×2
風　量 (強) 28(1680m^3/h)

外　　　　　　　装 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板
外形寸法（本体）<高さ×幅×奥行> 470×1250×1400

電　動　機　出　力 0.40
加　　　湿　　　量 13.0

防　音・断　熱　材 発泡ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ、発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

熱 交 換 器 形 式 ｸﾛｽﾌｨﾝ
ｴ 　ｱ 　ﾌ 　ｨ　 ﾙ 　ﾀ －

ﾄﾞ ﾚ ﾝ 配 管 ｻ ｲ ｽﾞ 外径φ32 (PVC管 VP-25接続可)
給 水 配 管 径 （製品側） 1/2Bオネジ

供 　給　 水  質 水道法水質基準に準ずる飲料水

冷媒配管ｻｲｽﾞ 液 / ｶﾞｽ φ9.52／φ19.05

供給水圧力、温度 0.07～0.5MPa、5～30℃
外 部 入 力 信 号 ヒューミディスタット（無電圧接点入力）

機外
配線

最　小　電　線　太　さ 1.6
配　線　用　遮　断　機 15

運  転  音  <PWL> 68
質　　　　　　　量 114

構成
部品

運転調整装置（別売）
MAﾘﾓｺﾝ (自動ｱﾄﾞﾚｽ設定可能)

M-NETﾘﾓｺﾝ

別 売 部 品

フィルターボックス
ロングライフフィルター(別売のフィルターボックスが必要です。）
高性能フィルター：比色法65％/90％（別売のフィルターボックスが必要です。）
ドレンアップメカ：ドレンアップ高さは本体下面から最高550mm

付　属　品
据付説明書、取扱説明書、冷媒配管用断熱ﾊﾟｲﾌﾟ、ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ、
ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ用断熱ﾊﾟｲﾌﾟ、結束ﾊﾞﾝﾄﾞ、試運転ｺﾈｸﾀ、座金、給水接続継ぎ手 (1/2Bｵﾈｼﾞ)

　　三菱電機株式会社 16-02-16 仕様書番号 WYNC2-1036-6

特記事項，
標準外仕様等

能力欄の( )内の値は暖房顕熱能力を示します｡
電気特性欄の( )内の値はﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟﾒｶ組込み時の値を示します｡
質量は加湿器に給水されていない状態での値です｡

1.冷暖房能力は､上記に示す空気条件(無着霜時)および吹出温度設定値が､冷房18℃､暖房22℃での配管長7.5m高低差0m時の値です｡
2.接続可能な室外ﾕﾆｯﾄは接続室外ﾕﾆｯﾄ一覧(WYNC1-2146)を参照ください｡
3.運転音はJRA4065: 2013｢ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰの音響ﾊﾟﾜｰﾚﾍﾞﾙ試験方法｣に基づいた値です｡
4.除霜運転中は冷風感防止のため送風機が停止します｡また､外気温度が5℃以下で異常となった場合には､加湿器凍結防止のため送風機が停止します｡
5.本機はいかなる場合でも上記定格風量の110%以下でご使用願います｡運転範囲の詳細は風量機外静圧線図をご参照ください｡
6.運転可能外気温度範囲は

冷房: 乾球温度43℃以下/湿球温度15～35℃    暖房: 乾球温度-10℃/ － ～ 乾球温度15℃/－  とします｡
※冷房時は外気（乾球温度）14℃以下､暖房時は外気（乾球温度）15℃以上で強制ｻｰﾓOFF(送風状態)になります｡

7.低外気時に加湿器の凍結を防ぐため強制的に暖房運転することがあります｡
8.本機は外気温度や運転状態によっては吹出温度が安定しない場合があります｡また､外気温度が設定温度に近い場合､能力過多のためｻｰﾓON/OFFを繰り返すことがあり
ます｡
9.本機は室温の制御はできません｡室温の制御については外気処理ﾀｲﾌﾟ以外の空調機で対応してださい｡

また､吹出温度が標準の空調機とは異なるので､吹出口に配慮して設置してください｡
10.本機がｻｰﾓOFFや異常停止した場合は､外気が直接室内に吹出しますので､施工には十分ご注意ください｡

外気が人体や食品に直接あたるとによっては健康障害や食品劣化等の原因になります｡
11.吸込側にはｴｱﾌｨﾙﾀｰ(別途手配)を必ず使用願います｡市販のｴｱﾌｨﾙﾀｰをご使用の場合は､ﾌｨﾙﾀｰｻｰﾋﾞｽが容易にできる場所に取付けてください｡
12.天井内が高温多湿雰囲気 (露点温度26℃以上) で長時間運転されますと､室内ﾕﾆｯﾄに結露する場合があります｡
13.本機を24時間運転される場合は､定期的に機器のﾒﾝﾃﾅﾝｽ(加湿器の点検､部品交換等)をする必要があります｡
14.本製品を長く安心してお使い頂く為には定期的な保守･点検が必要です｡各部品の点検､保全周期については

日本冷凍空調工業会発行のｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを参考にしてください｡
■加湿器について
15.過加湿防止のため､必ず湿度調節器(現地御手配)を設置してください｡
16.給水ｻｰﾋﾞｽ弁を必ず室内機1台につき1個ご用意ください｡またﾌﾗｯｼﾝｸﾞ用ﾊﾞﾙﾌﾞやﾌﾟﾗｸﾞを取り付け､施工後にもﾌﾗｯｼﾝｸﾞ(給水配管のﾌﾞﾛｰ)を

行えるように配管してください｡
17.本体と給水配管を接続する前に､必ずﾌﾗｯｼﾝｸﾞ(配管のﾌﾞﾛｰ)を行い､汚れや異物が加湿器に入らないようにしてください｡
18.給水管は継ぎ手付近からの急な曲げ加工は行わず､締め付けﾄﾙｸは10N･mとしてください｡締め付け不足や締め過ぎは漏水の原因になります｡
19.加湿器部への給水は､公共の水道管からの直結はできません｡このような場合はｼｽﾀｰﾝ(型式認可品)をご使用ください｡
20.ｼﾘｶ成分を多く含んでいる水を給水に用いると白い粉が吹き出る場合がありますので､そのような場合は現地にて純水器の取付けをおすすめします｡
21.加湿ｴﾚﾒﾝﾄは10時間/日の運転の場合､3年を交換周期としてください｡
　 (交換周期は､製品を長く安心してご使用いただくための目安期間を示しています。保証期間を示しているものではありませんのでご注意ください。)
22.給水管は必ず保温してください｡結露による漏水の原因になります｡

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ 室内ﾕﾆｯﾄ仕様書 形 名 GE-P1680MG4










